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考えて行動する子ども☆★ 心と体を鍛え、 命を大切にする子  家庭と学校ががっちり手を繋ぐ 2年目に

  

昨年度も学校だよりで「発達障害」や特別支援教育の考え方等について特集しましたので記憶にある方もいらっ

しゃるかもしれません。今日の民報新聞に専門家の分かりやすい記事を見つけました。まずはご一読下さい。

・ 友人関係がつくりづらい 

・ 集団に入るのが苦手 

・ 授業中座っていられない 

・ 文を読むことがうまくできない 

・ 漢字が書けない･読めない 

・ 作業に時間がかかる・・・・・・・ 

こういった苦手なことがある児童は、どの学

級にもいます。「発達のでこぼこ」がある児童

が小学生だと１０．４％、ほぼ１割は苦手なこと

がはっきりしているということです。これも言葉

を換えれば多様性の一つです。こうした苦手な

こと、「凹」による「困り感」が強く、その状態が

続くと、登校を渋るようになります。子どもたち

が登校渋りを見せるのは、こうした自分の不得

手な部分＝凹が苦しいということが原因になっ

ていることも考えていく必要があります。 

ただし、まだまだ子どもですから、はっきり

「これがイヤ」という自覚がない場合も多くあり

ます。学校での様子、家での様子等について、

ご家庭と学校とでくわしく情報を共有しながら、

凸凹の実態を整理し、把握していくことが、本

人の困り感の把握と軽減･解消に向けて必要

不可欠なことになります。 

こうした凸凹が大きい児童の場合､大きな集

団の中で､他の子どもたちと一緒に、同じ課題

や活動をお互いに協力したり学び合ったりしな

がら、みんなと同じペースで取り組むことが難 

しい状況になってしまいます。そうなると、「どうして自分だけみんなより遅いの・・・」「どうして自分だけがんばって

もできないの・・・」といった凹の部分を強く感じ、自己肯定感がどんどん下がっていってしまう傾向があります。その

積み重ねにより、本来はできるはずの得意なこと、凸の部分まで自信を失い、意欲ややる気も低下していくという負

のスパイラルに巻き込まれてしまうとなかなか抜け出せなくなります。（専門的には二次障害と呼びます） 

自分らしく、自分のペースで、一人ひとりの凸凹に応じた個別の支援を充実させるのが特別支援教育の考え方で

す。ですが、私たち教員の対応能力にも、授業での個別支援の時間にも限界があります。20～30 人の通常学級で

は、一人ひとりを丁寧にといっても人数と時間という限界があることは否めません。 

凸凹が大きい児童は、小人数の学級での個別の手厚い支援を受けながら､凸をさらに伸ばし、凹を少なくしてい

くことが可能になると考えます。  困り感の強いお子さんについては、学校･専門家へのご相談をお早めに！ 
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 夏休みまであと 3週間となりました。今日から､子

どもたちとの教育相談を経て､7 月の個別懇談を実

施します。ご多忙の中ですがご協力お願いします。 

 本号の話題も含め、お子さんのことで気になること

等がありましたら個別懇談の機会を捉えて、話題に

挙げていただきますようお願いします。 

 1学期の残りの期間も早寝早起き朝ごはんを！ 

 


